
室内ユニット
RP-AP280CD

室外ユニット
RAS-AP280CHV1

グリーン購入法2020年度判断
基準値クリア※

※ ダクト接続型8・10馬力相当において（対象製品28kW以下）

プーリー・ベルト方式従来機

 

ベルトレス方式新機種

 

 

省工事・省メンテナンス 標準モーターで高静圧対応可能

省工事

プーリー・ベルト調整が不要

新たに出力用端子を２つ標準装備。従来までは、現地にて補助
リレーなどの準備が必要でしたが、端子取り出しも標準対応し、
操作パネルから簡単に出力設定できます。
オプションの「外部入出力信号取り出しキット」や「圧縮機容量
制御アナログ入力接続キット」にてさらに拡張できます。

●

●

従来機※1では高静圧対応時にモーターアップが必要でしたが、ベルト
レス方式では標準搭載のモーターで高静圧対応が可能です※2。

※1. 設備用セパレート型「RP-AP○○CHVP1」
※2. 機外静圧や風量の範囲は機種によって異なります。詳細は送風機特性曲線図をご参照ください。

●送風機特性曲線図による比較

外部入出力の標準対応範囲を拡大

遠方操作用リモコン
型式：PC-ARF5（オプション）

リモコン
サーモ内蔵
（室温制御
　に利用可）リモートセンサー

型式：THM-R2A
（オプション）
（室温制御に利用可）

最大30m

最大500m※1

操作パネル

※1. 配線総延長が30mを超える場合は、ツイストペアケーブル（1P-0.75mm2）をご使用ください。
※2. 運転出力、警報出力、冷房出力、冷房サーモオン出力、暖房出力、暖房サーモオン出力、ファン運転
　　出力から選択できます。

②出力端子取出し
・
・
運転
警報

・
・
出力1※2
出力2※2

①入力端子取出し
・

・

発停（レベル信号）
現地改造により
パルス信号にも対応
可能です。
冷暖切換え

その他、現地改造により
冷暖信号などが取り出し
可能です。

外部入出力信号取り出しキット

日立設備用パッケージエアコン 床置セパレート型

ベルトレス方式（ダイレクトドライブ方式）

省エネルギー法2015年度
基準値クリア※

■ラインアップ

高い省エネ性と省工事・
省メンテナンス性の両立を実現

高い省エネ性（冷暖兼用機）
DCファンモーターの採用により、高いAPF2015※1と高COPを実現
しました。

冷暖兼用／年間冷房

風量[m3/min]

静
圧
[Pa]

※1. JIS B 8616：2015に基づく通年エネルギー消費効率。
       数値が大きいほど省エネ性能が高いことを示します。

●各容量の冷暖平均COP

APF※1

2015

●各容量のAPF2015※1

容量・型名（相当馬力）

容量・型名（相当馬力）
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4.64.6 4.84.8 3.93.9 4.04.0

RP-AP224CHVD
224型（8）

RP-AP280CHVD
280型（10）

RP-AP450CHVD
450型（16）

RP-AP560CHVD
560型（20）

冷暖平均
COP
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3.643.64 3.563.56 3.413.41 3.333.33

RP-AP224CHVD
224型（8）

RP-AP280CHVD
280型（10）

RP-AP450CHVD
450型（16）

RP-AP560CHVD
560型（20）

ベルトレス方式のメリット

容量・型名
相当馬力

224型
（8）
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●
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●

●

●

●

280型
（10）

450型
（16）

560型
（20）

冷暖兼用

年間冷房

省メンテナンス

プーリー・ベルトのメンテナンス
および交換が不要

プーリー・ベルト方式
標準モーター時

ベルトレス方式標準モーター時

ベルトレス方式なら
標準モーターで
高静圧対応可能

↑機内抵抗

NEW

新製品ニュース
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従来 従来

現地に行かなくても診断が可能！ 自動反映なので手間ナシ簡単！

簡易点検の
実施

点検記録の
作成

機器設置場所での
目視点検

運転データを自動で取得し、
漏えい検知判定を実施するため、
目視点検の代替※1～3に！

点検記録を作成
点検整備記録簿の保管

診断結果を点検整備記録簿へ
自動反映が可能※4

点検記録はいつでも出力可能

※1.フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（平成十三年法律第六十四号）第十六条第一項を一部改正。
※2.本対応には「exiida遠隔監視・予兆診断」のご契約が別途必要になります。
※3.中間期など機器の稼働が減少すると漏えい検知判定ができない場合もあります。その場合は現場への人員派遣・目視点検が必要となります（事前に通知いたします）。
※4.ご契約者さまが利用可能な当社「フロン排出抑制法管理システム」上で点検実施の記録・保存をいたします。

室内ユニット室内ユニット

⑤背面吸込用
　フィルターボックス
　および高性能フィルター

⑤背面吸込用
　フィルターボックス
　および高性能フィルター

④吸い込み
　角ダクトフランジ
　（新鮮空気取り入れ口）

④吸い込み
　角ダクトフランジ
　（新鮮空気取り入れ口）

③外部入出力信号
　取り出しキット
③外部入出力信号
　取り出しキット

※1. 設備用セパレート型「RP-AP○○CSP1」
（注） 背面吸い込みフィルターボックスを使用する場合には別売の「遮へい板セット」が必要となります。

豊富なオプション機能
従来※1まで、特注対応にて本体に組込出荷していた各種ヒーター
やスプレー式加湿器、背面吸込用高性能フィルターなどをオプ
ションとしてラインアップしました。また、吸い込み角ダクトフランジ
（新鮮空気取り入れ口）および外部入出力信号取り出しキットも
新たにオプションとしてラインアップしました。

遠隔監視・予兆診断でフロン排出抑制法の簡易点検を代替

①各種ヒーター
（電気ヒーター・蒸気ヒーター・温水ヒーター）
①各種ヒーター
（電気ヒーター・蒸気ヒーター・温水ヒーター）

②加湿器
（水スプレー式加湿器・蒸気スプレー式加湿器）
②加湿器
（水スプレー式加湿器・蒸気スプレー式加湿器）

①電気ヒーター用
　機側盤
①電気ヒーター用
　機側盤

①各種ヒーター
年間冷房型での暖房運転および冷暖
兼用型での暖房運転の補助用にご使用
いただけます。ヒーターは熱交換器の2次
側に取り付けます。
■電気ヒーター：本体正面向かって右側
に機側盤の取り付けが必要

■蒸気・温水ヒーター：機側盤は不要、
本体向かって右側から配管を取り出し

新鮮空気取り入れ口を
本体右側に取り付けた状態

②加湿器
暖房運転時の吹き出し空気の加湿用に
ご使用ください。加湿器は熱交換器の１次
側に取り付けます。本体正面向かって右
側から水配管、蒸気配管を取り出します。

③外部入出力信号取り出しキット

④吸い込み角ダクトフランジ
　（新鮮空気取り入れ口）
外気導入用時の室内ユニットと現地ダクト
の接続用にご使用ください。製品本体の
左右どちらにでも取付可能です。

⑤背面吸込用フィルターボックス
　および高性能フィルター
背面吸い込み施工での高性能フィルター
の取り付けがご要望時にご使用ください。

（注）電気ヒーターと機側盤は別部品設定して
おります。両方をご購入ください。

水スプレー加湿器のスプレー配管

外部入出力信号取り出し
キットの内部構造

外部への信号出力およ
び現地ルームサーモで
の運転制御時にご使用
ください。本体正面向
かって右側に機側盤取
り付けが必要です。

年間冷房型用の
電気ヒーター
（エレメント部）

電気ヒーター用
機側盤の
内部構造


